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ブルド ーザー の走行停止時の措置について（指示）

過日，当社作業所で，作業場所から重機仮置場へ移動中のブルド ーザーから運転手が
転落し，運転していたブルド ーザー に礫かれて死亡するという災害が発生しました。

被災者は，後方を走行していたミニバックホウの運転手に話しかけようと， 減速ペダ
ルを踏み込んでブルド ーザーを停止させたものの，原動機を停止させる等の逸走防止措
置をとることなく，運転席の扉を開けて立ち上がった際，減速ペダルの踏み込みが緩み，
ブルド ーザーが前進したことによりバランスを崩し，転落してキャタピラに礫かれたも
のと推察されます。

当社では，平成28年1月に高低差約l. Omの法面を前進で下ろうとしたブルド ーザ
ー の運転手が，今回同様自らが運転するブルド ーザーに礫かれて死亡する事案が発生
しており，同種災害を防止できなかったことは態愧に耐えません。

ついては，同種災害を二度と発生させないため，下記事項を周知徹底することを強く
指示します。

．記

・ブルド ーザーの運転においては，運転席で立ち上がる等走行停止時について
も，安衛則第160条第1項に準じて， 「原動機を止め，かつ走行ブレ ーキを
かける等の逸走を防止する措置」を講じさせること

＜添付資料＞ 平成28年3月8日発行 事務連絡15-43
車両系建設機械に関するルールに徹底について（要請）

以上



労働安全衛生規則

第二章建設機械等

第一節車両系建設機械

第二款　車両系建設機械の使用に係る危険の防止

（運転位置から離れる場合の措置）

第百六十条　事業者は、車両系建設機械の運転者が運転位置から離れるとき

　　　　　　は、当該運転者に次の措置を講じさせなければならない。

　一　バケツト、ジツパー等の作業装置を地上に下ろすこと。

　：　原動機を止め、かつ走行ブレーキをかける等の車両系建設機械の逸走

　　　を防止する措置を講ずること。

2　前項の運転者は、車両系建設機械の運転位置から離れるときは、同項各

　　号に掲げる措置を講じなければならない。



（配布先）

部門安全環境部長

事務連絡15－43

平成28年3月8日

安全環境本部

安全部長⑳

車両系建設機械に関するルールの徹底について懐請）
　　　　　　　　x

　標記について，1／21開催の全社安全環境部長会議での協議に基づき，下記の

事項を全社的に実施することとしたので，周知徹底するよう要請します。

　なお，支店災害防止協議会会長宛の要請文（案）を添付しますので，災防協へ

の協力依頼等にご活用ください。

己ヨ
ロ

1．作業所内の安全意識を喚起するため，新たに作成する「車両系建設機械

　のルール徹底ポスター」を掲示する。

2．オペレーターの安全意識を喚起するため，新たに作成する「車両系建設

　機械のルール徹底看板」を作業中の運転室に掲示させる。

〈添付資料〉

（1）車両系建設機械のルール徹底ポスター

（2）車両系建設機械のルール徹底看板

（3）支店災害防止協議会会長宛要請文（案）

以　上
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〈事務連絡15－43＞

　添付資料（1）

■車両系建設機械のルール徹底ポスター



〈事務連絡15－43＞

　添付資料（2）

■車両系建設機械のルール徹底看板

マグネット200×450

マグネット用修正（目隠し）ステッカー

ステッカー100x225 ステッカー用修正（目隠し）ステッカー

　　　　　14×173

14×173



＜事務連絡15－43＞

　添付資料（3）

平成28年3月＊＊日

□□支店災害防止協議会会長　殿

清水建設株式会社

車両系建設機械のルール徹底について（要請）

　去る1月7日と1月16日に，当社作業所で，車両系建設機械による死亡災害が連続して発

生しました。前者は，路盤整正作業中のモーターグレーダー（整地用車両系建設機械）の運転

手が，前方の作業状況を確認するため，勾配13．5％の傾斜地にサイドブレーキを掛けて駐車

し，運転席を離れた際にモーターグレーダーが逸走して舗装作業中の作業員が礫かれたもの

です。後者は，ブルドーザーの運転手が重機置場から作業場所へ移動中に，高低差約1．Om

の法面を前進で下ろうとした際に，何らかの理由で座席からキャタピラ上に転落し，運転し

ていたブルドーザーに礫かれたものです。

　車両系建設機械の運転手が運転位置から離れる場合の措置については，労働安全衛生規則

第160条（資料一1）に逸走防止を目的に規定されているとともに，当社では「建設機械ペナル

ティ制度」（資料一2）を定めて，建設機械関連災害の絶滅をめざしております。また，車両系建

設機械の転倒・転落による危険防止のため，労働安全衛生規則第157条が定められていたの

に加えて，平成25年4月の同規則改正により第157条の2が新たに定められ，運転手に危険

が生ずるのを防止する努力義務としてシートベルトの着用等が求められています。

　っきましては，同種災害を発生させないため，下記事項を全社的に実行することとしましたので，

貴会会員会社及び傘下の事業者に対して，周知徹底していただくよう要請します。

記

・ オペレーターの安全意識を喚起するため，新たに作成する添付の「車両系建設機械

のルール徹底看板」を作業中の運転室に掲示し，内容を順守する。

〈添付資料〉

（資料一1）労働安全衛生規則第160条

（資料一2）建設機械ペナルティ制度

（資料一3）車両系建設機械のルール徹底看板

以　上



労働安全衛生規則

第＝章建設機械等

第一節車両系建股機械

第二款　車両系建股機械の使用に係る危険の防止

（運転位置から離れる場合の措置）

第百六十条　事業者は、車両系建設機械の運転者が運転位置から離れるとき

　　　　　　は、当該運転者に次の措置を講じさせなければならない。

　一　バケツト、ジツパー等の作業装置を地上に下ろすこと。

　二　原動機を止め、かつ走行ブレーキをかける等の車両系建設機械の逸走

　　　を防止する措置を講ずること。

2　前項の運転者は、車両系建設機械の運転位置から離れるときは、同項各

　　号に掲げる措置を講じなければならない。



清水建設株式会社・，清水建設全国連合取引業者災害防止協議会編

取引業者送出し教育教本「現場でケガをしないtcめに！！」より

⑯圏囲囲園國謹■■■D
　　　　◆目’　　的　○クレーン・建設機械関運災害の絶滅。

　　　　◆実施内容①運転者はストリング半を使用し、運転位置を離れる際は、

逸走防止措置を行い、原動機を停止してミキーを所持p．

②重機・ダンプ等を前後進させる際は、クラクション合図に

　より始動。

☆市街地等では、作業所で定あた合図方法による

車両発進時クラクション合図

1 ノ

グキー　ひも付きの鍵

れる時に鍵を外すごとを目的としたもの）

重機移動時クラクション合図

◆ペナルティ　①上記＝項目に違反があった場合、一次、二次を問わず、作業

　　　　　　　　所は事業者に報告して教育実施を指示。

　　　　　　　②事業者は、違反発生の日から7日以内に関係者に自主教育を

　　　　　　　　実施し、教育内容を統貴者に報告。

　　　　、

事業者に連絡
関係者招集

教育実施
⇒統賭に報告

③上記教育を未実施の場合は、、一次、二次を問わず取引停止。

　（取引停止期間は各支店で設定）



■車両系建設機械のルール徹底看板

マグネット200×450

マグネット用修正（目隠し）ステッカー

ステッカー100×225 ステッカー用修正（目隠し）ステッカー

　　　　14×173

14×173
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